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チ
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2018年（平成30年）

４月号

〒101-0051
東京都千代田区神田神保町3-25-11
喜助九段ビル702 
九段事務所
電話 03-6272-9340
FAX 03-6272-9341
ホームページ
www.yorokobi-reidanshikai.jp
よろこび投稿メール
yorokobi@yorokobi-reidanshikai.jp

・全国の聖徒団を訪ねて（1面）
・全国各地で大荒行堂帰山式（2面）
・日蓮大聖人の歩まれた道（3面）
・岩田先生の心も体も生き生き！（4面）
・全国の聖徒さん紹介（5面）
・よろこび法話（6面）
・全国のよろこびちゃん（6面）

今
月
の
内
容

会　長　末吉觀道
編集人　濱田壽教
購読料 1部 100円（税別）
毎月１回1日発行

発行所
日蓮宗霊断師会連合会

聖徒のための情報誌
඾Ⴑఱ୉૽ࣛࢄ౪Ĺııා
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日
本
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

江
戸
時
代
か
ら
大
正
時
代
の
歴
史

的
建
造
物
が
建
ち
並
ぶ
「
う
だ
つ

の
上
が
る
」
町
並
み
や
、
豊
か
な

自
然
と
清

流
長
良
川

の
恵
み
に

育
ま
れ
一

三
〇
〇
年

の
伝
統
を

誇
る
「
美

濃
和
紙
」

を
有
す
る

岐
阜
県
美

濃
市
。
そ

の
歴
史
あ

る
小
さ
な

町
に
常
唱

寺
は
あ
り

ま
す
。

　

昭
和
初

期
、
常
唱

院
日
行
上

人
が
私
財

を
投
じ
、

常
唱
寺
を
開
山
。
そ
の
後
、
第
四

世
光
唱
院
日
淨
上
人
に
よ
り
、
昭

和
五
十
年
に
再
建
。
以
来
、
毎
月

の
盛
運
祈
願
会
に
は
、
檀
家
さ
ん

も
信
者
さ
ん
も
隔
て
な
く
同
じ
倶

生
神
月
守
を
着
帯
す
る
同
志
（
聖

徒
）と
し
て
笑
顔
で
集
ま
り
ま
す
。

　

常
唱
寺
の
聖
徒
で
筆
頭
総
代
の

小
林
愛
郷
さ
ん
は
、
妻
節
子
さ
ん

と
共
に
愛
濃
技
建（
土
木
建
設
業
）

を
経
営
。
毎
年
お
正
月
に
は
従
業

員
み
ん
な
で
ご
祈
祷
を
受
け
、
月

守
り
を
着
帯
し
、
日
々
の
作
業
安

全
・
身
体
健
全
を
祈
念
し
て
い
ま

す
。

　

今
か
ら
十
五
年
前
の
二
月
十
五

日
、
ま
だ
雪
深
い
長
良
川
の
現
場

で
大
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
吉

田
厚
司
さ
ん
、
田
中
裕
人
さ
ん
、

大
浦
紀
行
さ
ん
の
三
人
で
古
い
橋

の
撤
去
作
業
中
に
突
然
橋
げ
た
が

崩
れ
、
吉
田
さ
ん
が
川
底
で
資
材

の
下
敷
き
に
な
り
ま
し
た
。
突
然

の
大
事
故
に
考
え
る
余
地
は
な

く
、
田
中
さ
ん
と
大
浦
さ
ん
は
急

い
で
川
に
入
り
、
油
圧
シ
ョ
ベ
ル

に
つ
な
い
だ
ワ
イ
ヤ
ー
を
資
材
に

巻
き
付
け
、
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
を
使

っ
て
吉
田
さ
ん
を
救
出
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
事
故
発
生
か
ら
約

十
分
が
経
過
し
、
吉
田
さ
ん
は
救

急
車
で
搬
送
さ
れ
た
も
の
の
、
内

臓
破
裂
と
意
識
不
明
の
大
重
体
で

緊
急
手
術
後
も
意
識
は
戻
り
ま
せ

ん
。
従
業
員
の
皆
、
朝
晩
だ
け
で

な
く
、
仕
事
中
も
各
々
の
月
守
り

を
通
じ
て
ご
本
仏
に
祈
り
続
け
ま

し
た
。
社
長
夫
妻
も
一
心
に
祈
り

な
が
ら
「
も
し
吉
田
さ
ん
の
意
識

が
戻
ら
な
け
れ
ば
会
社
を
た
た

む
」と
決
意
し
ま
し
た
。
兎
に
角
、

会
社
の
全
員
で
吉
田
さ
ん
の
回
復

を
祈
り
続
け
ま
し
た
。

　

事
故
か
ら
三
日
が
経
ち
、
吉
田

さ
ん
の
意
識
が
戻
り
ま
し
た
。
皆

の
至
心
の
祈
り
が
通
じ
た
瞬
間

で
、
泣
き
な
が
ら
抱
き
合
っ
て
喜

び
ま
し
た
。
吉
田
さ
ん
は
言
語
と

身
体
に
障
害
が
残
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
月
守
り
を
着
帯
し
、
お

題
目
を
唱
え
な
が
ら
リ
ハ
ビ
リ
に

励
み
ま
し
た
。
至
心
の
祈
り
と
努

力
の
お
蔭
で
、
医
師
か
ら
「
仕
事

復
帰
は
難
し
い
」
と
宣
告
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
一
年
で
復
帰
で
き

ま
し
た
。
吉
田
さ
ん
の
血
の
に
じ

む
よ
う
な
努
力
、
同
志
の
支
え
、

ご
本
仏
の
ご
守
護
に
よ
っ
て
奇
跡

が
起
き
た
の
で
す
。
事
故
か
ら
十

五
年
が
経
過
し
た
今
、
吉
田
さ
ん

の
障
害
は
消
え
、
掛
け
替
え
の
な

い
同
志
と
共
に
元
気
に
働
い
て
い

ま
す
。

（
通
信
員　

阪
口
慈
幸
）

　

様
ざ
ま
な
価
値
観
が
溢
れ
共
有

化
が
膨
ら
む
世
情
、
そ
れ
に
添
う

よ
う
に
社
会
不
安
と
自
己
不
安
も

ま
た
山
積
み
さ
れ
る
現
代
。
そ
ん

な
中
で
心
の
底
に
あ
る
本
当
の
幸

福
を
享
受
す
る
の
は
、
一
握
り
の

方
々
に
限
ら
れ
て
い
る
の
が
今
日

の
実
情
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

か
く
問
う
私
自
身
も
今
ま
で
良

く
生
き
て
こ
ら
れ
た
と
感
謝
す
る

一
方
で
、
内
な
る
精
神
に
つ
い
て

は
評
価
で
き
な
い
も
う
一
人
の
自

分
が
い
ま
す
。
つ
ま
り
多
数
派
の

一
人
と
言
う

大
懺
悔
で
あ

り
ま
す
。

　

そ
れ
で

は
、
心
の
底

か
ら
の
幸
福

と
は
ど
の
よ

う
な
有
り
方
を
言
う
の
で
あ
り
ま

し
ょ
う
か
。

　

大
聖
人
御
年
五
十
二
歳
、
法
兄

の
義
浄
房
に
認
め
ら
れ
た
書
簡
の

一
説
に
、

　
「
一
心
に
仏
を
見
た
て
ま
つ
ら

ん
と
欲
し
て
自
ら
身
命
を
惜
し
ま

ず
」
云
々
。
日
蓮
が
己
心
の
仏
界

を
此
文
に
依
て
顕
す
也
。

と
の
ご
教
示
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

お
言
葉
に
は
、
人
生
の
指
針
に
迷

惑
す
る
私
た
ち
に
揺
る
が
ぬ
日
蓮

仏
教
の
本
領
が
示
さ
れ
、
本
当
の

幸
福
へ
と
歩

む
指
標
が
示

さ
れ
て
い
ま

す
。つ
ま
り
、

一
心
欲
見
仏

不
自
惜
身
命

に
お
題
目
を

受
持
す
れ
ば
内
な
る
仏
界
・
尊
き

心
が
必
ず
発
動
し
て
個
々
の
値
う

ち
を
顕
わ
し
、
真
の
幸
福
に
至
る

と
言
う
法
華
経
に
導
か
れ
た
一
筋

の
価
値
観
で
あ
り
ま
す
。

　

確
か
に
こ
の
崇
高
な
価
値
観
は

物
質
主
義
を
優
先
す
る
風
潮
の
中

で
は
人
ご
と
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ

阪口団長（前列左から２番目）と従業員の皆さん

ア
ク
セ
ス
：
長
良
川
鉄
道
越
美
南
線
・

美
濃
市
駅
よ
り
徒
歩
五
分
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
第53回「身延大会」予告

平成30年10月20日(土)・21日(日)

全
国
の
聖
徒
団
を
訪
ね
て

　

ご
守
護
は
必
ず
あ
る

岐
阜
県
美
濃
市　

常
唱
寺
聖
徒
団
（
阪
口
慈
幸
団
長
）

真
の
幸
福
を
目
指
す

日
蓮
宗
霊
断
師
会
連
合
会 

教
務
部
長  　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
大
分
市 

妙
親
寺
聖
徒
団
団
長 

廣
田　
学
良

る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
ど
の
分

野
に
も
基
本
が
あ
る

よ
う
に
、
真
の
幸
福

に
至
る
の
も
大
切
な

基
本
が
あ
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い

と
痛
感
し
ま
す
。

　

こ
の
基
本
を
法
華

経
に
見
い
出
さ
れ
た

大
聖
人
の
信
仰
が
も

っ
と
理
解
さ
れ
、
真

の
幸
福
が
共
有
さ
れ

る
時
代
が
訪
れ
る
こ

と
を
願
い
つ
つ
…

華やかな御宝前

本堂外観

（左）小林愛郷さん
（右）　　節子さん
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大
分
県　

蓮
正
寺
聖
徒
団

（
飯
盛
義
教
団
長
）

　

一
月
二
十
八
日
、
大
分
県
蓮

正
寺
聖
徒
団
に
お
い
て
、
飛
鳥

玄
龍
師
（
青
森
県
道
円
寺
聖
徒

団
長
）
を
講
師
に
七
十
名
の
参

加
を
得
て
、
一
日
伝
道
が
開
催

さ
れ
た
。

●
感
想
文

　
「
一
所
懸
命
に
お
題
目
を
唱

え
れ
ば
そ
の
有
難
さ
が
伝
わ
っ

て
く
る
と
い
う
事
が
、
と
て
も

心
に
残
り
ま
し
た
。
幼
少
の
頃

ご
苦
労
さ
れ
た
も
の
の
、
優
し

い
愛
情
で
多
く
の
方
々
に
支
え

ら
れ
て
こ
ら
れ
た
と
思
い
ま
し

た
。
一
所
懸
命
に
お
題
目
・
法

華
経
を
お
唱
え
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
ご
守
護
を
い
た
だ
け
る

と
、
実
体
験
を
交
え
て
お
話
い

た
だ
い
た
の
で
、
よ
く
理
解
で

き
ま
し
た
。」

　
「
お
題
目
と
倶
生
神
様
が
一

体
と
な
っ
て
護
っ
て
い
た
だ
け

る
、
こ
の
素
晴
ら
し
さ
を
多
く

の
周
り
の
方
々
に
伝
え
ら
れ
る

よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。
東
日

本
大
震
災
の
お
話
で
は
、
現
場

の
惨
さ
、
目
を
背
け
た
く
な
る

惨
状
だ
っ
た
と
お
聞
き
し
ま
し

た
。
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
が
大

切
で
、
飴
玉
や
ラ
ッ
プ
の
必
要

性
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
色
々
な
お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
、大
変
幸
せ
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

南
九
州
で
四
十
年
ぶ
り

第
四
行
成
満

　

二
月
十
二
日
南
国
の
地
、
宮
崎
県

都
農
町
龍
雲
寺
聖
徒
団
に
て
吉
田
憲

由
団
長
の
帰
山
奉
告
式
並
び
に
盛
運

祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　

龍
雲
寺
は
平
成
十
八
年
ま
で
単
立

寺
院
で
あ
っ
た
が
、
日
蓮
宗
に
復
帰

し
吉
田
憲
由
団
長
が
住
職
に
就
任
さ

れ
、
平
成
二
十
六
年
に
は
新
本
堂
建

立
に
至
っ
た
。
今
回
、
吉
田
憲
由
団

長
は「
新
本
堂
建
立
の
御
礼
を
込
め
」

と
南
九
州
で
は
四
十
年
ぶ
り
と
な
る

第
四
行
に
挑
ま
れ
た
。

　

龍
雲
寺
の
二
月
盛
運
祈
願
祭
で

は
、「
ち
か
ら
わ
く
水
行
」
と
し
て

毎
年
百
八
名
も
の
一
般
の
方
々
が
水

行
に
来
ら
れ
る
。
今
年
は
吉
田
憲
由

団
長
が
百
日
間
留
守
に
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
都
農
町
観
光
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
や
地
元
民
放
テ

レ
ビ
の
協
力
も
あ
り
、
百
八
名
の
水

行
は
す
ぐ
予
約
い
っ
ぱ
い
に
な
り
当

日
二
百
五
十
名
を
超
え
る
方
々
の
お

参
り
が
あ
っ
た
。

　

新
本
堂
に
は
入
り
き
ら
ず
外
の
テ

ン
ト
に
も
た
く
さ
ん
の
方
々
が
見
守

る
中
、
法
要
が
始
ま
り
力
強
い
ご
祈

祷
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　

聖
徒
の
方
は
「
都
農
町
は
水
神
様

の
町
、
う
ち
の
お
寺
は
〝
龍
〞
の
文

字
が
つ
い
て
お
り
、〝
龍
神
〞
が
ま

つ
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
神
様
の
修
行

に
挑
ま
れ
た
吉
田
団
長
が
私
達
の
誇

り
で
も
あ
り
、
今
回
ご
祈
祷
を
し
て

い
た
だ
い
て
た
く
さ
ん
の
水
神
様
の

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
気
持

ち
を
檀
信
徒
の
方
だ
け
で
は
な
く
、

都
農
町
民
み
ん
な
に
分
け
与
え
、
龍

　

二
月
二
十
五
日
、
栃
木
県
高

根
沢
・
妙
福
寺
聖
徒
団
（
大
森

映
孝
団
長
）
に
お
い
て
管
区
合

同
の
清
道
衆
講
習
会
が
聖
徒
二

十
七
名
の
参
加
を
得
て
開
催
さ

れ
た
。講
師
に
天
野
行
淳
師（
愛

知
県
本
成
寺
聖
徒
団
長
）・
伊

藤
秀
温
師
（
愛
知
県
本
覚
寺
聖
徒
団
副

団
長
）
を
招
き
日
蓮
大
聖
人
伝
、
大
曼

陀
羅
御
本
尊
、
聖
徒
の
使
命
に
つ
い
て

熱
の
籠
も
っ
た
講
義
を
受
け
た
。
受
講

者
は
両
講
師
の
講
義
を
熱
心
に
受
け
止

め
、
修
了
時
に
は
更
な
る
信
仰
に
目
覚

め
た
様
子
が
伺
え
た
。

（
栃
木
県
通
信
員　

篠
原
正
文
）

　

二
月
十
七
日
、
北
海
道
北
広
島
市

昌
福
寺
聖
徒
団
（
野
中
隆
謙
団
長
）

に
於
い
て
第
再
再
行
成
満
帰
山
奉
告

式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　

当
日
の
朝
は
吹
雪
に
み
ま
わ
れ
る

も
、行
列
が
お
寺
に
近
づ
く
に
つ
れ
、

不
思
議
と
天
気
は
回
復
し
、
水
行
式

の
時
に
は
青
空
が
見
え
る
程
に
な
っ

て
い
た
。

　

来
賓
で
法
話
を
し
た
岩
手
県
遠
野

市
法
華
寺
聖
徒
団
阿
部
是
秀
団
長

は
、「
再
再
行
の
お
祭
り
で
あ
る
水

神
祭
の
実
行
委
員
長
を
務
め
、
百
日

修
行
し
た
功
徳
に
水
神
明
王
さ
ま
が

応
え
て
く
れ
た
証
拠
で
す
」
と
話
す

と
、
参
列
し
た
檀
信
徒
は
皆
感
激
し

手
を
合
わ
せ
た
。

北
海
道 

妙
正
寺
聖
徒
団

（
関
正
龍
団
長
）

　

二
月
四
日
、 

北
海
道
妙
正
寺
聖
徒
団
に
お
い
て
、

節
分
厄
払
い
大
祈
祷
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

読
経
と
拭
き
取
り
修
法
の
後
、
檀
家
総
代
の
小
木

貞
雄
さ
ん
作
成
の
氷
像
鬼
子
母
神
前
に
て
、
参
拝
者

の
年
中
厄
除
け
祈
願
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
本
堂
に

て
豆
ま
き
と
福
引
を
行
い
、
歓
声
と
笑
い
に
包
ま
れ

た
い
へ
ん
な
盛
り
上
が
り
と
な
っ
た
。
毎
年
恒
例
の

節
分
行
事
は
、
真
摯
な
祈
り
と
笑
顔
に
包
ま
れ
幕
を

閉
じ
た
。

よ
ろ
こ
び
歳
時
記

全国で霊断師が大荒行堂帰山奉告式
北 

海 

道

昌
福
寺
聖
徒
団　

野
中
隆
謙
団
長

宮 

崎 

県

龍
雲
寺
聖
徒
団　

吉
田
憲
由
団
長

雲
寺
か
ら
都
農
町
全
体
が
活
性
化
す

る
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。
本
当
に
吉

田
団
長
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」と
涙
を
浮
か
べ
な
が
ら
答
え
た
。

　

周
り
の
方
々
の
事
を
常
に
考
え
、

大
切
に
さ
れ
る
団
長
の
人
柄
が
と
て

も
見
ら
れ
た
心
温
ま
る
帰
山
式
と
な

っ
た
。（宮

鹿
沖
通
信
員　

片
寄
智
康
）

ま
さ
に
御
本
佛
と
感
応
道
交
す
る
喜

び
を
感
得
す
る
こ
と
が
出
来
た
」
と

謝
辞
を
述
べ
た
。

　

当
日
は
大
雪
の
中
、
聖
徒
団
を
初

め
大
会
の
必
勝
祈
願
を
願
う
地
域
の

大
学
生
、
子
ど
も
の
成
長
を
願
う
両

親
、
心
に
願
い
を
秘
め
た
る
檀
信
徒

二
十
数
名
が
、
成
満
し
た
僧
侶
と
共

に
本
堂
前
で
水
行
を
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
堂
内
で
御
祈
祷
、
法

華
寺
毎
年
恒
例
の
「
福
ま
き
」
が
行

わ
れ
、
沢
山
の
お
菓
子
や
縁
起
の
品

が
水
行
出
仕
者
と
行
僧
か
ら
撒
か
れ

た
。

　

参
詣
者
は
「
修
行
を
さ
れ
た
方
々

か
ら
沢
山
の
福
を
頂
い
た
。
拾
っ
た

お
菓
子
（
福
）
は
自
分
だ
け
の
物
と

せ
ず
家
族
や
隣
近
所
の
方
に
も
お
裾

分
け
し
た
い
」
と
述
べ
た
。
法
華
寺

の
本
堂
内
は
笑
顔
に
満
ち
溢
れ
、
温

か
い
雰
囲
気
を
感
じ
る
空
間
と
な
っ

た
。

　

二
月
十
三
日
、
青
森
市
千
刈
法
華

寺
に
て
、
白
戸
是
調
師
の
第
再
行
成

満
帰
山
奉
告
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
日
の
青
森
市
は
近
年
稀
に
み

る
大
寒
波
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
が
、

報
告
式
が
始
ま
る
と
行
僧
の
大
音
声

の
熱
気
が
吹
雪
を
消
し
去
っ
た
か
の

よ
う
に
晴
れ
渡
っ
た
。
天
候
に
恵
ま

れ
、
笑
顔
に
包
ま
れ
た
奉
告
式
と
な

っ
た
。（青

森
県
通
信
員　

山
田
瀧
仙
）

雪
深
い
中
で
の
力
強
い
水
行
！

　

二
月
十
二
日
、
新
潟
県
新
発
田
市

法
華
寺
聖
徒
団
（
本
田
義
昌
団
長
）

に
於
い
て
第
再
再
行
成
満
帰
山
報
告

式
が
行
わ
れ
た
。

　

本
田
団
長
は
大
荒
行
堂
に
於
い

て
、
た
だ
一
人
「
全
堂
木
鉦
師
」
と

し
て
読
経
の
拍
子
を
と
り
全
加
行
僧

を
読
経
三
昧
に
入
ら
し
め
る
大
役
を

成
し
遂
げ
た
。

　

本
田
団
長
は
「
最
初
の
内
は
読
経

が
ズ
レ
て
大
変
な
思
い
を
し
た
。
だ

が
、い
つ
し
か
全
加
行
僧
の
思
い（
祈

り
）
を
御
本
佛
様
に
届
け
る
舵
取
役

と
思
い
、
自
分
の
木
鉦
に
合
わ
せ
て

も
ら
う
の
で
は
な
く
皆
の
思
い
が
同

じ
方
向
に
な
れ
る
よ
う
木
鉦
を
奏
で

た
時
、
自
然
と
加
行
僧
の
読
経
が
一

つ
に
な
っ
た
。
自
己
の
最
大
限
の
努

力
と
御
本
佛
に
身
を
預
け
る
大
切
さ

に
気
付
き
、信
頼
関
係
が
築
け
た
時
、

青 

森 

県

法
華
寺
聖
徒
団　

白
戸
是
調
師

新 

潟 

県

法
華
寺
聖
徒
団　

本
田
義
昌
団
長

一
日
伝
道
を
開
催

大津京子さん

栃木県合同で「清道衆講習会」を開催

伊藤秀温師の熱の籠もった講義

氷
像
鬼
子
母
神
さ
ま
が
登
場

毎年恒例の節分行事

氷像鬼子母神
（檀家総代の小木貞雄さん作成）
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日蓮大聖人に感謝を捧げる聖徒の為の結集大会です

聖徒団身延大会に参加しました

（右）鈴
スズ

木
キ

　澄
スミ

雄
オ

さん　88歳
　身延山には何度か来ていて、七面
山は夫婦で何度も登詣しています。
今回の身延大会は若上人（工藤堯顯
団長）に誘っていただいて初めての
参加です。有難いですね。

（左）鈴
スズ

木
キ

　智
チ

恵
エ

子
コ

さん　86歳
　いつも仏さまに護られている感謝
の気持ちで、お参りさせていただき
ました。若上人がお寺に来てから、
お寺がパッと明るくなりました！

静岡県　朝善寺聖徒団
（工藤堯顯団長）

仲間に会いに行こう。

全国聖徒団結集身延大会第53回

10月20日（土）・21日（日）開催
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ご
両
親
と
の
今
生
の
別
れ
を
も
覚

悟
し
た
大
聖
人
は
、
い
よ
い
よ
故
郷

房
州
の
地
を
離
れ
、
新
た
な
布
教
の

拠
点
を
求
め
て
一
路
鎌
倉
へ
と
向
か

い
ま
す
。
以
前
の
鎌
倉
留
学
の
折
り

に
も
触
れ
ま
し
た
が
、
時
代
の
趨
勢

は
既
に
公
家
よ
り
武
家
政
権
へ
と
移

り
変
わ
り
、
そ
れ
に
伴
い
文
化
や
政

治
の
中
心
と
な
る
地
も
京
よ
り
鎌
倉

へ
と
移
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
以
前

に
蓮
長
と
し
て
訪
れ
た
時
よ
り
わ
ず

か
十
数
年
の
隔
た
り
で
す
が
、
鎌
倉

は
さ
ら
な
る
大
都
市
と
し
て
発
展
を

し
続
け
て
い
た
の
で
す
。

　

以
前
よ
り
申
し
上
げ
て
い
る
通

り
、
大
聖
人
の
一
番
の
目
的
は
「
一

切
衆
生
の
成
佛
」
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
大
願
を
成
就
す
る
た
め
に
は
、

片
海
に
引
き
籠
も
っ
て
い
る
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
大
衆
の
最
も
集
う

場
所
、
政
治
の
中
心
と
な
る
よ
う
な

場
所
で
真
の
教
え
を
弘
め
る
こ
と
が

不
可
欠
な
の
で
す
。
大
聖
人
が
両
親

や
恩
師
の
い
る
大
切
な
故
郷
を
離
れ

た
の
は
、
景
信
か
ら
の
難
を
逃
れ
る

意
図
も
確
か
に
あ
り
ま
す
が
、
む
し

ろ
積
極
的
に
お
題
目
を
弘
め
る
新
天

地
へ
赴
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

東
条
を
出
発
さ
れ
た
大
聖
人
の
足

跡
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
説
が

あ
る
よ
う
で
す
。
主
に
は
陸
路
か
海

路
の
二
つ
の
選
択
と
な
る
の
で
す

が
、
鎌
倉
ま
で
か
か
る
日
数
や
道
中

の
危
険
度
を
考
え
ま
す
と
、
や
は
り

海
路
が
現
実
的
な
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

今
で
も
千
葉
か
ら
神
奈
川
へ
出
よ

う
と
思
え
ば
、
東
京
湾
沿
い
に
車
で

走
る
よ
り
も
、
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
で
横

断
し
て
し
ま
っ
た
方
が
圧
倒
的
に
時

間
の
短
縮
に
な
り
ま
す
。
も
っ
と
も

当
時
は
こ
ん
な
便
利
な
橋
な
ど
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
同
様
の
コ
ー
ス
（
実

際
に
は
も
う
少
し
南
寄
り
に
な
り
ま

す
が
）
を
船
で
渡
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。ま
た
陸
路
を
行
こ
う
と
思
え
ば
、

当
然
な
が
ら
開
け
た
海
岸
線
の
み
で

な
く
幾
度
か
は
山
中
を
越
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
造
船
や
操
船

の
技
術
が
未
熟
で
あ
っ
た
当
時
の
海

上
交
通
を
考
え
ま
す
と
、
そ
れ
で
も

陸
路
の
方
が
安
全
か
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
何
分
に
も
大
聖
人
は
地
頭
よ
り

追
わ
れ
る
身
な
の
で
す
。
清
澄
よ
り

東
条
へ
逃
れ
る
だ
け
で
も
身
の
危
険

を
感
じ
て
間
道
を
抜
け
た
く
ら
い
で

す
の
で
、
山
中
で
襲
わ
れ
る
危
険
性

は
十
分
に
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

か
く
し
て
東
条
よ
り
房
総
半
島
南

部
を
西
岸
へ
向
か
っ
て
最
短
で
横
断

し
、
そ
こ
か
ら
船
で
三
浦
半
島
を
目

指
す
ル
ー
ト
を
と
ら
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
が
、
そ
こ
で

一
つ
疑
問
が
浮
か
び
ま
す
。
そ
の
ル

ー
ト
で
行
く
な
ら
ば
、
船
を
操
れ
る

人
間
を
供
に
従
え
る
か
、
少
な
く
と

も
船
と
共
に
操
船
で
き
る
者
を
雇
っ

た
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
か
つ
て
意

気
揚
々
と
鎌
倉
遊
学
の
徒
に
つ
い
た

時
と
は
違
い
、
今
は
体
一
つ
で
清
澄

を
追
わ
れ
た
身
の
上
で
す
。
さ
て
一

体
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
れ
だ
け
の
資

金
を
工
面
し
た
の
か
…
。
不
思
議
で

な
り
ま
せ
ん
が
、そ
れ
は
さ
て
お
き
、

こ
れ
か
ら
海
を
渡
っ
て
鎌
倉
へ
の
旅

路
を
ご
紹
介
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。
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岩田先生
の

心も体も

生き生き
！

体の不思議？
　…「足がつるってどういうこと !?」

宮崎県  龍雲寺聖徒　薬師整骨院  岩田行敏院長

　たまに「足がつる」こと、ありますよね
(>_<)
足がつるって、どういうことなんでしょう？
　そもそも、足が「つる」ということは、

筋肉が急に収縮し、そのまま固まってしまって、痛くて動かせな
くなることです。
　一番多いのは、ふくらはぎに起った場合で「こむら返り」とも
言われますが「こむら」とは「ふくらはぎ」
のことなので、わかりやすい呼び方ですよね。
　実は、ふくらはぎだけではなく、太ももや
首の後ろなどが、つることもあります。
　「強く収縮した筋肉が、ロックしてしまう
状態」が、いわゆる「足がつる」という状態
なんです！
足がつらないためには？
　運動中に足がつるのは、準備不足で急激に筋肉が収縮したり、

大量の汗をかいて脱水状態になったり、電解質のバランスが崩れ
てしまうことなどが、原因だと言われています。
　もし、こむら返りが起ってしまった場合は、座って、つま先を持っ
てゆっくり頭のほうに向けて、ロックしてしまった筋肉をはずす
イメージで、じわじわとふくらはぎを伸ばすようにしましょう。
　運動の前には、しっかりストレッチなどの準備をして、ウオー
ミングアップしてから運動を始めることが大事です。
　また、こまめに水分を補給しましょう。
　特に、これからがシーズンのマラソンなど長時
間のスポーツでは、電解質のバランスが崩れない
よう、水よりもスポーツドリンクなどのほうがオ
ススメです。
　さらに筋肉の疲労をためないために、運動のあ
とには、軽いマッサージやストレッチでゆっくり
休めてあげましょう。

身 

延
山
下
町
紹
介 

甘
養
亭
河
喜

　

冒
頭
は
伝
教
大
師
の
言
葉
で
、

法
華
経
見
宝
塔
品
で
説
か
れ
た

「
六
難
九
易
」
に
つ
い
て
解
釈
し

た
『
法
華
秀
句
』
の
文
で
あ
る
。

六
難
九
易
は
、
釈
尊
滅
後
に
法
華

経
を
受
持
し
弘
通
す
る
こ
と
の
困

難
さ
を
示
し
て
い
る
。「
浅
き
は

易
く
深
き
は
難
し
」
と
あ
る
よ
う

に
、
爾
前
経
（
法
華
経
よ
り
前
に

説
か
れ
た
経
典
の
こ
と
）
な
ど
の

浅
い
教
え
は
理
解
し
や
す
く
弘
め

る
の
は
易
し
い
と
い
え
る
。
反
対

に
、
深
い
教
え
で
あ
る
法
華
経
は

信
じ
難
く
、
弘
め
る
こ
と
が
難
し

い
経
典
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
悪
世
末
法
に
お

い
て
法
華
経
以
外
の
易
し
い
教
え

で
は
人
々
を
救
う
こ
と
が
で
き
な

い
。
い
か
に
困
難
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
万
人
成
佛
の
唯
一
の
法
で

あ
る
法
華
経
を
弘
め
る
以
外
に

人
々
の
救
済
は
な
い
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
日
蓮
大
聖
人
は
、
浅
い
教

え
を
去
っ
て
法
華
経
を
弘
め
る
こ

と
こ
そ
が
「
丈
夫
の
心
」、
つ
ま

り
「
佛
の
心
」
で
あ
る
と
教
え
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

文
章
の
後
半
部
分
で
は
、
こ
の

佛
の
心
の
ま
ま
に
実
践
し
法
華
経

を
宣
揚
し
、
弘
め
て
き
た
正
し
い

佛
法
の
指
導
者
を
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
中
国
の
天
台
大

師
、
日
本
の
伝
教
大
師
で
あ
る
。

　

ま
た
、
日
蓮
大
聖
人
は
伝
教
大

師
の
言
葉
に
続
け
て
、
イ
ン
ド
の

釈
尊
、
中
国
の
天
台
大
師
、
日
本

の
伝
教
大
師
と
い
う
三
師
の
後
を

受
け
継
い
で
、
御
自
身
も
法
華
経

を
弘
め
て
い
る
こ
と
を
明
か
さ

れ
、
三
師
に
御
自
身
を
加
え
「
三

国
四
師
」（
イ
ン
ド
・
中
国
・
日

本
＝
三
国
、
釈
尊
・
天
台
・
伝
教
・

日
蓮
大
聖
人
＝
四
師
）
と
名
付
け

ら
れ
て
い
る
。

　

私
た
ち
は
そ
の
系
譜
の
中
に
い

て
、
法
華
経
に
出
逢
い
結
縁
し
、

日
々
御
題
目
を
お
唱
え
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
に
活
か
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
感
謝
を
し
、
自
身
の
よ
ろ

こ
び
だ
け
で
な
く
、
苦
し
み
悩
む

家
族
・
友
人
が
い
れ
ば
九
識
霊
断

法
の
救
済
を
勧
め
、
と
も
に
笑
顔

あ
ふ
れ
る
道
を
歩
む
こ
と
を
心
が

け
る
べ
き
で
あ
る
。

　

伝
教
大
師
云
く
「
浅
き
は
易
く
、
深
き
は
難
し
と

は
釈
迦
の
所
判
な
り
。
浅
き
を
去
っ
て
深
き
に
就
く

は
丈
夫
の
心
な
り
。
天
台
大
師
は
釈
迦
に
信
順
し
法

華
宗
を
助
け
て
震
旦
に
敷
揚
（
ふ
よ
う
）
し
、
叡
山

の
一
家
（
い
っ
け
）
は
天
台
に
相
承
し
法
華
宗
を
助

け
て
日
本
に
弘
通
す
」
等
云
云
。
安
州
の
日
蓮
は
恐

（
お
そ
ら
）
く
は
三
師
に
相
承
し
、
法
華
宗
を
助
け

て
末
法
に
流
通
す
。
三
に
一
を
加
え
て
三
国
四
師
と

号
（
な
づ
）
く
。

『
顕
佛
未
来
記
』
文
永
十
年
（
一
二
七
三
）
宗
祖 

御
年 

五
十
二
歳

霊断院教学部主任
和歌山県龍光寺聖徒団団長
松 森 孝 雄

伝
教
大
師
云

「
浅
き
は
易

、

浅
き
は
易

み
お
し
え

　
　

青
森
県　

聞
法
寺
聖
徒
団

（
工
藤
堯
幸
団
長
）

平ひ
ら

泉い
ず
み　

翔
し
ょ
う

吾ご

さ
ん

全
国
の
聖
徒
さ
ん
紹
介

霊
断
法
と
お
題
目
の
救
い

　

平
泉
さ
ん
は
五
年
前
に
仕
事
に
不

満
を
感
じ
、
よ
り
良
い
会
社
に
就
職

し
た
い
と
考
え
、聞
法
寺
を
訪
れ
た
。

霊
断
法
の
結
果
、
平
泉
さ
ん
の
考
え

と
は
裏
腹
に
「
今
は
ま
だ
転
職
す
る

時
期
で
は
な
い
」
と
指
導
さ
れ
た
。

ま
た
団
長
と
副
団
長
よ
り
「
悩
み
の

原
因
を
他
人
の
責
任
に
せ
ず
、
過
去

を
懺
悔
し
、
一
所
懸
命
に
信
仰
し
な

さ
い
」
と
も
指
導
さ
れ
た
。
こ
の
日

か
ら
、
仕
事
が
休
み
の
時
は
朝
勤
に

参
加
し
、
掃
除
な
ど
の
お
給
仕
に
努

め
、
唱
題
行
は
十
年
間
続
け
た
。

　

そ
し
て
昨
年
の
春
先
、
希
望
す
る

企
業
か
ら
知
人
を
通
じ
て
声
が
か
か

り
、
団
長
・
副
団
長
に
相
談
の
上
、

転
職
を
決
め
た
。

　

平
泉
さ
ん
は
「
今
の
職
場
は
、
明

る
く
上
司
の
方
も
親
切
で
夢
の
よ

う
。
こ
れ
も
す
べ
て
霊
断
法
と
お
題

目
の
お
か
げ
で
す
。
日
々
の
努
力
と

お
題
目
信
仰
が
無
い
と
、
本
当
の
幸

せ
は
来
な
い
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

友
人
、
知
人
が
困
っ
て
い
た
ら
積
極

的
に
信
仰
を
薦
め
て
い
き
た
い
」
と

笑
顔
で
語
っ
た
。

期
に
合
わ
せ
本
店
の
内
装

を
一
新
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。

　

ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト

で
あ
る
「
寿
こ
と
ほぎ
を
願
う
菓

子
つ
く
り
」
を
基
に
従
来

の「
み
の
ぶ
ま
ん
じ
ゅ
う
」

か
ら
「
身み
延の
ぶ

万ま
ん

寿じ
ゅ」
へ
と

大
き
さ
や
焼
印
を
一
新
。

「
身み

延の
ぶ

万ま
ん

寿じ
ゅ」「
延え
ん
寿じ
ゅ

羹か
ん」

「
久く

寿ず

落ら
く

雁が
ん」
と
い
う
寿

ぎ
を
願
う
商
品
で
、
皆
様

の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

【
祈き
寿じ
ゅ

菓か
子し
司つ
か
さ

　

甘
養
亭

河
喜
本
店
】

住 

所　

山
梨
県
南
巨
摩
郡

身
延
町
身
延
三
六
七
八

営
業
時
間　

八
時
〜
十
七
時

定
休
日　

不
定
休

ȶ۫ူ೨ȷ ̥ͣ ȶ۫ူ೨ܔعȷ ͒
Ĵ࠮Ĳı඾Ȫാȫ ུഝςΣνȜͅ σ΂Ȝίϋ

　

有
限
会
社
甘
養
亭
は
三
代
前

の
屋
号
で
あ
る「
甘
養
亭
河
喜
」

に
名
を
戻
し
、
久
遠
寺
境
内
の

し
だ
れ
桜
が
開
花
を
迎
え
る
時

4men.indd   4 2018/03/12   9:57:39



͢ȁͧȁ̭ȁ͍⑸ ː࣢࠮໹଼41ාː࠮ˍ඾)඾ဟ඾ȫ

た
ΰ
ș
ȓ
Ǩ
Ǔ
ո
⦖
だ

Ʒ

Ɍ
ɒ
⿀
⿅
⿄
ȸ
ɱ
ɨ
さ
⿐
し
ɦ

ɰ
ɕ
め
ɂ
গ
Ǥ
ǧ
⿀
さ
Ǩ
ș
Ǚ
Ȝ

Ǧ
ɓ
ɻ
ɓ
ȷ
ଦ
Ƽ
さ
Ḯ
Ȃ
ǜ
⼽
Ȼ

ȿ
ほ
Ȯ
ଦ
Ƽ
じ
さ
ȕ
Ƕ
Ǯ
ǧ
は
Ǜ

↨
ɿ
ȕ
Ƕ
ڌ
۬
⿁
Х
さ
⿑
し
Ȳ

ɲ
め
ɞ
ᖿ
গ
Ǥ
ǧ
⿁
や
⿂
さ
ɷ
Ȭ

ɻ
ɛ
ɕ
ȴ
め
ڻ
Ǿ
⥚
গ
Ǥ
ǧ
⿀

೻
さ
द
ଦ
Ƽ
じ
さ
ɧ
ɓ
ɐ
ɦ
ɐ
��

Х
さ
ȵ
ぺ
Ȯ
ɲ
⿀
⾾
⿃
ቊ
さ
ɘ

ȹ
へ
ɐ
⣪
⦖
ざ

た
ΰ
ș
ᅀ
だ

Ʒ

ŋ
Ǩ
ș
⧱
Ǻ
Ɍ
ɒ
ᾫ
ȡ
ᖿ
ǣ
Ƿ

ӱ
ț
さ
Ǩ
ș
Ǣ
ǝ
Ƕ
ɢ
め
Ɂ
ɐ
ᣞ

Ǻ
ǹ
Ț
ȍ
Ƕ
Ǩ
ș
۰
Ȟ
Ǫ
ǵ
ǚ
Ș

⿐
ȡ
ף
Ǘ
ᚆ
ǫ
Ț
ざ

Ō
ȕ
Ƕ
Ǯ
ǧ
は
Ǜ
↨
Ǿ
᫾
ȡ
ȏ

Ǔ
ǵ
⿀
Ƀ
ɻ
ɉ
╦
Ǻ
չ
Ț
ざ

Ʒ

ȕ
Ƕ
ڌ
Ǿ
ᔸ
ȡ
ȏ
Ǔ
ǵ
ǥ
Ǟ
չ

ș
Ǻ
Ǩ
Ț
ざ

Ʒ

ō
ȵ
ぺ
Ȯ
ɲ
Ǿ
⿄
ɧ
ɲ
ǽ
٪
ሰ

չ
ș
Ǻ
Ǩ
Ț
ざ

Ʒ

ɟ
ɉ
ɐ
ɦ
ɐ
Ǿ
ὓ
Ǻ
⠛
չ
ș
Ǻ

Ǩ
Ț
ざ

Ʒ

Ŏ
ɤ
Ȯ
ɳ
Ǻ
ŋ
Ƿ
Ō
さ
ȵ
ぺ
Ȯ

ɲ
ȡ
ӱ
ț
ǵ
Ƚ
へ
ȷ
ɲ
Ƿ
ᚆ
ǫ
۰

Ȟ
Ǫ
さ
⿑
ȡ
ף
Ǘ
ǵ
ܬ
ȡ
Ƿ
Ƿ
ǽ

Ǘ
Ț
ざ

Ʒ

ŏ
ɘ
ȹ
へ
ɐ
Ǿ
⿀
Ƀ
ɻ
ɉ
ڣ
Ǥ

Ǻ
չ
の
ǵ
Ŏ
ȡ
ᬣ
ș
さ
ɐ
ɦ
ɐ
ȡ

ⳤ
Ț
ざ

Ʒ

ø
ɟ
ɉ
ɐ
ɦ
ɐ
ǽ
ͦ
Ȟ
ș
Ǻ
⼽

Ȳ
ɲ
め
ɞ
ȓ
Ȫ
ɻ
ɉ
ほ
ɛ
ȡ
ⳤ
の

ǵ
ȑ
ῡ
ܬ
Ǧ
Ǔ
Ƕ
Ǩ
ȗ
ざ

ƛɰȻǽȳȶ

⿀ƷɱȷɈȑǓȚ⹹ۄóó

⿃ƷɉɫɻɁƹở৓ǽóó

⿆ƷȿɻɏɴɱǽóóǾȴ

ƷƷɱɁ⓯⿎

⿇ƷɟɴɄɻɐƹ⢳ᢼ

��Ʒ↰ᘛƸ⫧ୖǽ↻╀Ƿǚ

��Ʒәả▉ۥǃ⿟Ǆ

��Ʒȁǜ⁺ɿ᤻ǼǝǹǸȡ

ƷƷڌǶǞȚȢǶᠭǜȍǨ

��Ʒᛠῲểǽ౳۵Ǿóó⇙

ƷƷ˦

��Ʒ⁽ǽǢǷǶǨ

��ƷǳȐǗșǽóóስ

��Ʒᠭǜ⹹ǶൺℼǷǓǗǿ

��Ʒ⣡ᅀǛȋǠȚóó᭩

��Ʒᵀۄóóƹ౪ૐóó

��ƷȪɩɲȳǽ⢡⛨ٸΡ

��ƷȬɻɎɲǾóóǛ⚼ૡ

��ƷǞȢ⓯ƹóóȽʀɪɻ

で
ު
Ⲥ
と
⿐
や
⿕
ȡ
˔
Ȉ
ǵ

Ƕ
ǜ
Ț
╵
⊡
Ǿ
⿎

Ʒ

ょ
ょ
ょ
ょ
ょ
ょ
ょ
ょ
ょ
ょ

ƛ
ɇ
Ɏ
ǽ
ȳ
ȶ

⿀Ʒ

ᅠ
ቊ
ǽ
࡛
↻
Ǿ
ょ
ょ
Ƿ
≕

⿁Ʒ

⦕
ᥱ
⫳
਀
Ǿ
ɟ
ɴ
め
ɤ
め

Ʒ
Ʒ

ɳ
さ
Ƚ
へ
ȳ
め
Ǿ
⿎

⿂Ʒ

ょ
ょ
ൺ
Ǒ
ț
ǿ
ᕮ
ൺ
Ǒ
ș

⿃Ʒ

ɀ
ɱ
ɝ
Ƿ
ȑ
╵
Ǔ
ȍ
Ǩ

⿄Ʒ

ɕ
ȶ
ȡ
Ǧ
ぱ
の
ǵ
Ǟ
Ț
⹹

⿅Ʒ

͑
౫
Ǿ
ᣔ
さ
ቻ
౫
Ǿ
⿎

⿈Ʒ

ɦ
Ȯ
Ɂ
ǽ
ɤ
ɇ
ɻ
ȡ
ྍ
Ǧ

Ʒ
Ʒ

ǵ
Ǩ
ǟ
⮼
Ǧ
ȍ
Ǩ

��Ʒ

ɤ
め
ɳ
ȓ
ɇ
Ȭ
ɬ
ǽ
ả
ቦ

��Ʒ

ɤ
め
ɐ
ǹ
Ǹ
ǽ
ᴽ
ཪ
Ή

��Ʒ

ಅ
Ӟ
ǽ
ަ
ݨ
⭡
։
᳷

��Ʒ

ȁ
ǹ
ȍ
ǳ
ș
Ǻ
ⳤ
Ț
ȑ
ǰ

��Ʒ

ᓍ
ょ
ょ
ざ
լ
ょ
ょ

��Ʒ

��
Ԓ
Ƕ
Ǩ

��Ʒ

Ợ
ざ
ょ
ょ
ɵ
め
ɑ

��Ʒ

✷
ș
ᢼ
Ǻ
ᚊ
Ǘ
ȍ
Ǩ

��Ʒ

ȵ
ɕ
ɂ
ɧ
Ƿ
ȑ
╵
Ǔ
ȍ
Ǩ

⿆ƷȿɻɏɴɱǽóóǾȴ

��Ʒȁǜ⁺ɿ᤻ǼǝǹǸȡ

��Ʒᛠῲểǽ౳۵Ǿóó⇙

ƛɰȻǽȳȶ

⿀ƷɱȷɈȑǓȚ⹹ۄóó

⿃ƷɉɫɻɁƹở৓ǽóó

⿆ƷȿɻɏɴɱǽóóǾȴ

ƷƷɱɁ⓯⿎

⿇ƷɟɴɄɻɐƹ⢳ᢼ

��Ʒ↰ᘛƸ⫧ୖǽ↻╀Ƿǚ

��Ʒәả▉ۥǃ⿟Ǆ��Ʒәả▉ۥǃ⿟Ǆ

��Ʒȁǜ⁺ɿ᤻ǼǝǹǸȡ

ƷƷڌǶǞȚȢǶᠭǜȍǨ

��Ʒᛠῲểǽ౳۵Ǿóó⇙

ƷƷ˦

��Ʒ⁽ǽǢǷǶǨ

��ƷǳȐǗșǽóóስ

��Ʒᠭǜ⹹ǶൺℼǷǓǗǿ

��Ʒ⣡ᅀǛȋǠȚóó᭩

��Ʒᵀۄóóƹ౪ૐóó

��ƷȪɩɲȳǽ⢡⛨ٸΡ

��ƷȬɻɎɲǾóóǛ⚼ૡ

��ƷǞȢ⓯ƹóóȽʀɪɻ

��

ȵ
ɕ
ɂ
ɧ
Ƿ
ȑ
╵
Ǔ
ȍ
Ǩ

★ 

抽
選
で
毎
月
３
名
様
に
素
敵

な
景
品
を
お
送
り
し
ま
す
。

（
締
切
は
毎
月
20
日
消
印
有
効
）

①
郵
便
番
号　

②
住
所　

③
氏
名　

④
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
葉
書
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【 

答
え
の
送
付
先 

】

〒
１
０
１
―

０
０
５
１

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町

３
•

25
•

11

喜
助
九
段
ビ
ル
７
０
２

霊
断
師
会
九
段
事
務
所　

宛
て

⃄
先
月
号
の
答
え
は

　
　
　

「
ト
ウ
キ
ゴ
リ
ン
」

ニ
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
当
選
者

①
島
根
県
浜
田
市　

川
神
清
孝

様　

②
広
島
県
福
山
市　

柳
井

信
吉
様　

③
石
川
県
金
沢
市　

下
村
友
光
様

実
際
に
料
理
を
し
て
み
て
完
成
写
真
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。（
九
段
事
務
所
ま
で
）

̭͍̻͈ͧͭ͢͝·Λ΅ϋΈ

人
生
に
は
必
ず
活
路
が
あ
り
ま
す
。

日
々
の
生
活
に
お
け
る
悩
み
や
不
安

を
取
り
払
い
、
満
ち
足
り
た
生
活
の

手
助
け
と
な
る
べ
く
、「
九
識
霊
断

法
」
と
い
う
法
術
が
あ
り
ま
す
。

信
仰
し
て
い
る
お
寺
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
※
完
全
予
約
制
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倶
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生
しょう

神
じん

月
つき

守
まもり

倶生神月守をみんなで持ちましょう！
⌞
୆
૰
࠮
৿

ツナパテの
オープンサンド

⅑
⅗
℺
ⅵ!
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教
誌
よ
ろ
こ
び
を
共
に
作
成
し

て
い
る
全
国
の
通
信
員
を
毎
月
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

宮
崎
県　
　
　
　
　
　
　

　

智
浄
寺
聖
徒
団　

副
団
長

片
寄　

智
康

　

平
成
三
十
年
内
に
入
寺
予
定
に

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
団
長
、
そ
し
て
通
信
員
と
し
て

も
、
よ
り
一
層
〝
よ
ろ
こ
び
〞
を

伝
え
ら
れ
る
よ
う
精
進
し
ま
す
。

青
森
県　
　
　
　
　
　
　

　

妙
法
寺
聖
徒
団　

副
団
長

山
田　

瀧
仙

　

最
近
、
健
康
に
気
を
使
い
軽
い

運
動
や
ヘ
ル
シ
ー
な
食
事
、
野
菜

ス
ー
プ
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
す
。

お
話
を
伺
い
に
行
っ
た
際
に
、
体

に
良
い
食
べ
物
や
食
べ
方
が
あ
り

ま
し
た
ら
教
え
て
下
さ
い
。

※
３
月
号
の
つ
な
が
る
通
信
員
は

「
大
原
顕
良
」
上
人
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
正
し
く
は
「
原 

顕
良
」
上
人
で
す
。
訂
正
し
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

൞
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ
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気
持
ち
を
持
っ
た
こ
と
で
す
。
六
感
に

染
み
付
い
た
記
憶
は
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が

ら
に
確
か
な
感
覚
と
し
て
残
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
十
代
二
十
代
と
学
生
生

活
を
過
ご
す
中
で
、
曾
祖
母
の
記
憶
は

他
の
様
々
な
刺
激
や
新
し
い
出
会
い
と

別
れ
に
上
書
き
さ
れ
、
ど
こ
か
過
去
の

も
の
へ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
二
十
四
歳
の
時
に
日
蓮
宗
の
僧

侶
と
な
る
修
行
を
始
め
て
、
現
在
二
十

八
歳
に
な
り
ま
し
た
。
僧
侶
に
な
っ
て

私
の
ご
先
祖
様
の
こ
と
、
特
に
生
活
と

時
間
を
共
有
し
た
方
々
の
こ
と
を
よ
く

「
考
え
」「
祈
る
」
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
考
え
る
中
で
色
々
と
思
い

出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
記
憶
と

は
不
思
議
な
も
の
で
す
。
叱
ら
れ
た
り

怒
ら
れ
た
り
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
は
ず

で
す
が
、
思
い
出
さ
れ
る
記
憶
は
褒
め

ら
れ
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
や
、
楽
し
か

っ
た
こ
と
ば
か
り
な
の
で
す
。
曾
祖
母

が
亡
く
な
っ
た
悲
し
み
を
忘
れ
る
と
同

時
に
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
や
優
し
さ
に

包
ま
れ
て
い
た
こ
と
も
忘
れ
て
い
た
こ

と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
蓮
大
聖
人
の
御
遺
文
に
次
の
よ
う

な
一
節
が
あ
り
ま
す
。
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廣
田　
千
城

思い出と祈り

「
ほ
っ
と
絵
手
紙
」
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

左
記
の
宛
先
ま
で
！

〒
１
０
１ -

０
０
５
１

　

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
３-

25-

11

　
　
　
　
　
　
　
　

喜
助
九
段
ビ
ル
７
０
２

　
　

日
蓮
宗
霊
断
師
会
連
合
会 

九
段
事
務
所

　

先
日
、
母
方
の
曾
祖
母
の
二
十
三
回

忌
の
法
要
を
お
勤
め
し
ま
し
た
。
曾
祖

母
が
亡
く
な
っ
た
当
時
、
私
は
六
歳

で
、
お
ぼ
ろ
げ
な
記
憶
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
覚
え
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
師
父
が
曾

祖
母
に
対
し
て
強
く
声
を
掛
け
続
け
て

い
た
こ
と
、
病
院
独
特
の
薬
品
の
臭
い

に
包
ま
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
漠
然

と
曾
祖
母
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
、
初
め
て
感
じ
る
焦
り
の
よ
う
な

本
誌
イ
ラ
ス
ト　

小
川
け
ん
い
ち

Ⅸ
⁂
⅕
ٰ
਀
ঞ

宮
崎
県 

大
橋
厚
子
さ
ん
の
絵
手
紙
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

同
じ
時
間
を
共
有
し
た
曾
祖
母
の
肉

体
は
確
か
に
無
く
な
り
、
共
有
し
た
時

間
も
他
の
方
々
と
比
べ
て
短
い
六
年
で

し
た
。
し
か
し
こ
の
大
聖
人
の
お
言
葉

に
出
会
っ
た
と
き
、
私
の
心
の
中
か
ら

曾
祖
母
の
存
在
自
体
が
消
え
か
け
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
生

前
と
死
後
を
勝
手
に
区
別
し
、
曾
祖
母

を
過
去
の
存
在
に
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
更
に
思
い
出
す
と
い
う
気
持
ち
さ

え
失
い
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

人
間
の
記
憶
と
心
の
働
き
と
い
え
ば

聞
こ
え
は
良
い
の
で
す
が
、
日
々
過
ぎ

て
い
く
時
間
の
中
で
徐
々
に
思
い
出
す

こ
と
が
無
く
な
り
ま
す
。
曾
祖
母
は
ど

の
よ
う
な
気
持
ち
で
血
の
繋
が
っ
た
私

を
見
て
い
た
の
か
、
こ
れ
ま
で
の
二
十

数
年
間
を
強
く
懺
悔
し
て
い
ま
す
。
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人
は
悲
し
み
な
が
ら
も
、
そ
の
悲
し

み
を
忘
れ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
過
ぎ

去
る
時
間
に
身
を
任
せ
る
の
で
は
な

く
、
ど
こ
か
で
再
び
思
い
出
す
よ
う
に

心
が
け
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
な
こ
と

で
す
。
思
い
出
さ
れ
る
内
容
は
、
良
い

こ
と
や
悪
い
こ
と
、
伝
え
て
お
き
た
か

っ
た
こ
と
、
恥
ず
か
し
い
こ
と
な
ど
人

そ
れ
ぞ
れ
で
し
ょ
う
。
し
か
し
思
い
出

さ
れ
る
す
べ
て
の
事
柄
は
縁
の
あ
る

人
々
と
の
間
に
生
ま
れ
た
大
切
な
気
持

ち
の
数
々
で
す
。

　

過
去
の
記
憶
を
過
去
と
せ
ず
、
未
来

へ
と
繋
げ
て
活
か
せ
る
よ
う
に
現
在
を

大
切
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
現

在
の
「
祈
り
」
は
必
ず
、
過
去
か
ら
現

在
ま
で
を
包
み
、
思
い
出
さ
れ
る
人
々

を
現
在
か
ら
未
来
の
「
成
仏
」
へ
と
導

き
ま
す
。
生
と
死
の
間
に
隔
た
り
を
作

っ
て
い
る
の
は
私
た
ち
で
、
そ
こ
に
気

付
き
隔
た
り
を
無
く
し
て
い
く
の
も
私

た
ち
で
す
。
今
こ
の
瞬
間
よ
り
確
か
な

祈
り
を
行
い
、
そ
の
形
と
し
て
倶
生
神

月
守
を
着
帯
し
日
々
の
生
活
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。想
い
は
必
ず
伝
わ
り
ま
す
。

஠࣭͈̭͍̻ͧͭ͢͝ wpm/66

２年前に妙経寺で安産祈願をして、無事生まれた蒼悟君がこん
なに大きく成長して、この度は弟（妹かも）の安産祈願にご家
族と一緒に来てくれました。今度は兄弟でお寺に遊びに来てね！

小こ

春は
る　

蒼そ
う

悟ご

く
ん

平
成
27
年
8
月
生

大
分
県
杵
築
市

妙
経
寺
聖
徒
団

஠࣭
「
弟
（
妹
？
）
の
安
産

祈
願
に
来
ま
し
た
！
」
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